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� はじめに
本研究では，Webブラウジングをしながらコミュニ

ケーションの円滑な機会を提供するWebブラウザシス
テムについて提案する．実世界におけるインフォーマ
ルなコミュニケーションの例として，偶然行われるも
のあげられる．廊下での立ち話や食事での会話は，あ
らかじめ問題が設定されておらず，話し合われる内容
も様々である．
今回，このような偶然性をWebブラウザに実現した．
インフォーマルなコミュニケーションを行うためのト
リガとして戸口をメタファとしたインタフェースを提
案する．ドアをノックする行動や，ドアの窓に映る人
影といった実世界での現象をブラウザ上で実現するこ
とで，ユーザにわかりやすいインタフェースを提供で
きると考えた．例えば，ノックは，相手に自分の存在
を気づかせるための行動である．偶然の出会いのトリ
ガとして，他ユーザの存在を知るアウェアネス機能と
した．
本研究では戸口のメタファを用いてアウェアネス機

能を実現し，インフォーマルコミュニケーションを支
援するWebブラウザを �戸口ブラウザ� と呼ぶ．

� 戸口ブラウザのモデル
戸口ブラウザのモデルを図 �に示す．戸口ブラウザ

では，戸口，訪問者，部屋 �コミュニケーション空間�

からなる．訪問者は興味のある部屋を探索しながら，探
索の過程や興味のある部屋で他の訪問者と出会い，コ
ミュニケーションをする．部屋には，以前に訪問した他
のユーザの情報が蓄積される．ユーザの情報とは，ど
の部屋が多く訪ねられているかや，現在どのくらい訪
問者が部屋に存在するかなどである．これらの情報は，
訪問者が次の探索行為をする判断材料として利用され
たり，興味あるユーザ同士が知り合うきっかけを作り
出す．戸口は，あるコミュニケーション空間から他のコ
ミュニケーション空間に移動するための出入り口であ
る．訪問者は，戸口を介した様々な機能を使って，他
の訪問者とコミュニケーションを行う．
本システムでは，ドアをメタファとしユーザが他の
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図 �� 戸口ブラウザのモデル

ユーザの存在を知るための方法について考察した．そ
の中から「ノック」，「人影」，「通りすがり」，「足跡」の
事象について提案する．これらの具体例は次のとおり
である．
ノック音は戸口を介したコミュニケーションで用い

られ，発話のトリガとして利用される．また訪問者は，
自分の存在を他者に伝えるために用いる．人影では，訪
問者は他の訪問者の存在を暗に知る．通りすがりでは，
図書室にいく途中で，廊下で偶然知人に会い立ち話を
するものや，沢山の人ごみを見つけてついつい目的の
方向とは違う場所に足を向けるという事象が挙げられ
る．足跡では，玄関の足拭きマットが訪問者が多いほ
ど汚れるなどがあると考える．本研究では，このよう
な場をWWW上で実現する．
関連研究には VENUS���やMAP�ROOM���がある．

これらのシステムでは、個人の興味から偶然の出会い
を実現し，個人が持つ情報を他のユーザと共有するこ
とや，ある情報を得ようとする動機をアウェアネス機
能として用いている．好奇心喚起型ブラウザ �	�では，
やじうま心理を利用してネットワーク上で好奇心を喚
起させ，ユーザにシームレスに情報に到達させること
が目的である．やじうま心理は，戸口モデルの通りすが
りや足跡の概念が似ているが，本研究では，ユーザ同
士がインフォーマルなコミュニケーションを実現するこ
とを目的としている．そのため本システムでは，チャッ
トのコミュニケーション機能も用いる．

� システム設計
戸口モデルから，それぞれのアウェアネス機能を設

計した．
ノック音は，ユーザがドアの画像をマウスでクリック

4－315

5Q-8 情報処理学会第66回全国大会



することにより実現する．ノック音は，同じページを見
ている全てのユーザに伝えられる．人影は，楕円に抽
象化して実現する．影は，同じページを見ているユー
ザを表す．自分自身もアバタとして存在する．コミュ
ニティーの活発さを視覚化するために，ユーザがチャッ
トで発言の回数が多くなるほど楕円の色が変わる．通
りすがりは，Webブラウジングで実現する．ユーザは，
Webブラウザを用いて任意のホームページを閲覧する．
同サイトにアクセスしているユーザが，影として表示
される．あるユーザが次のサイトに進む行動は画像に
よって他のユーザに伝えられる．例えば，他のユーザが
トップページから，あるトピックのリンクにアクセス
した際にリンクが点滅する．ユーザは点滅が多いリン
ク程，アクセスが多いページであることがわかる．ま
た同じサイトを見ているユーザが多い程，ページの背
景が明るくなり，少ないと暗い色をしているなどや雑
音の大小でユーザの数の雰囲気を伝える．足跡は，１
つのWebページにおいてハイパーリンクのアクセスの
数より，色が変化する．訪問者があるページから次の
ページにアクセスする情報は，初めてそのサイトに訪
れたユーザにとっては次に進むページの判断材料とな
る．例えば，あるページにおいてアクセスが多いリン
クは，リンクの色が原色に近くあまり使われないリン
クの色は白色に近い．

戸口ブラウザのネットワーク構成は，クライアント
／サーバ型通信である．クライアントは最初に，HTTP
プロトコルで戸口サーバにアクセスし JAVAアプレッ
トをダウンロードする．その後，戸口ブラウザを用いて
任意のWebサーバに接続する．戸口ブラウザは，ユー
ザが Webサーバに要求した URLの情報を戸口サーバ
に送信する．戸口サーバでは，URL情報と他のユーザ
の URL情報とを比較して同じサイトにいるユーザの情
報を返す．

� 戸口ブラウザのプロトタイプシステム
戸口ブラウザの設計を基に，実装を行った．サーバは

JAVAアプリケーション，クライアントは JAVAアプ
レットにより実装した．戸口ブラウザのプロトタイプシ
ステムを図 	に示す．システムは，画面上半分のWeb

ブラウザ部分と下半分のコミュニケーション部分により
構成される．Webブラウザ部分は，一般的なWebブラ
ウザと同じ機能を持ち，URL記述フィールド，HTML

表示エリア，更新，前のページに �戻る�のボタンから
なる．

ユーザの状態や人数を表すイメージエリアからなる．
今回の実装では，ユーザの影を楕円に抽象化した．ノッ
ク音は戸口ノックシステムと同様にマウスで画像をク
リックすることで実現する．

� まとめと今後の課題
戸口ブラウザは，実世界でのドアを介した行動を実

現するシステムである．戸口をメタファとした様々なア
ウェアネス機能を用いることにより，インターネット上

図 	� プロトタイプシステムの実行画面：二人の訪問者
が同一サイトにアクセスしてチャットを行っている

で他者の存在に気付き，インフォーマルコミュニケー
ションが行われることが目的である．
ユーザが，WWW上で他のユーザに気付きコミュニ
ケーションが行われることや，ユーザの行動が視覚化
されることにより，仮想現実を実現する．本来，ホーム
ページは静的なものである．また各個人が個別にペー
ジの閲覧をする．WWW上でのユーザの情報を可視化
することでWEBを動的なものにする．また，反映さ
れたユーザ情報は他のユーザの情報になると考える．
簡単な評価実験からは，戸口ブラウザのアウェアネ
ス機能についての有用性を得ることができた．今後，運
用実験を続けより多くのフィードバックを取得し，戸
口ブラウザの利用法や可能性について研究を進めたい．
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